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FOOD STYLE 2020 in FukuokaFOOD STYLE 2020 in Fukuoka

●お知らせ●お知らせ
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年頭のご挨拶

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会
　
長
　

森
竹
　
治
一

大
分
県
知
事
　

広
瀬
　
勝
貞

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商

工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
地
域
経
済
の
振
興

や
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
流
行
は
、
国
民

　
商
工
会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
の
７
月
豪
雨

災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の

皆
様
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

た
伴
走
型
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
商
工
会
、
そ
れ
を
ま
と
め
る

商
工
会
連
合
会
、
そ
し
て
会
員
の

皆
様
方
の
活
躍
が
大
変
重
要
で
あ

り
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏

ま
え
た
発
想
や
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
大
事
で
す
。

一
緒
に
力
を
尽
く
し
て
、
前
進
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合

会
並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

で
き
る
よ
う
、
組
織
力
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
今
後
と
も
深
甚
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
商
工
会
員
並
び
に
関

係
者
の
皆
様
方
の
繁
栄
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
い
活
力
の
源
を
見
い
出
し
た

り
、
進
展
著
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を

民
間
だ
け
で
な
く
行
政
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
認
識
の
下
、

「
安
心
・
活
力
・
発
展
」
の
大
分

県
づ
く
り
を
基
軸
と
し
て
、
今
や

世
界
的
標
準
と
な
り
つ
つ
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
も
踏
ま
え
、
大
分

県
版
地
方
創
生
を
力
強
く
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切

り
、
社
会
経
済
活
動
を
Ｖ
字
回
復

さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
唯
一
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
寄
り
添
っ

関
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
記
念
大
会
を
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
商
工
会
法
施
行
60
周
年
を

機
に
、
本
年
、
私
ど
も
商
工
会
は
、

改
め
て「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」

を
念
頭
に
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
々
が
夢

と
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
よ

う
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
未
曾
有
の
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
で
唯
一
の
経
済
団
体
と

し
て
、
事
業
者
に
対
す
る
経
営
支

援
拠
点
と
し
て
力
を
十
分
に
発
揮

　
ま
た
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で

は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な

ど
、
県
内
の
広
域
に
わ
た
り
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
国
や
市

町
村
と
も
連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
Ａ
Ｉ
や
ド

ロ
ー
ン
な
ど
国
内
外
に
お
い
て
め

ざ
ま
し
く
発
展
す
る
先
端
技
術
の

動
き
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
課
題

の
解
決
や
新
産
業
の
育
成
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で

す
。
加
え
て
、
ア
ジ
ア
初
の
水
平

型
宇
宙
港
と
な
る
大
分
空
港
を
拠

点
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
新

経
済
に
大
き
な
痛
手
を
与
え
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
、
外
出
の
自
粛
や

事
業
の
休
業
等
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
、
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
に
加
え
、
商
工

会
地
域
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
、
経
営
者

の
高
齢
化
に
よ
る
廃
業
の
増
加
な

ど
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年

は
商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
60
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
、
会
員
の
皆
様
方
や
関
係
機

生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
、
人
々
の
価
値
観
に

も
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
本
県
で
は
、
感
染
症
対
策

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
社
会
経
済

の
再
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間

企
業
と
行
政
等
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
本
県
の
未
来
を
共
に
創
り

上
げ
て
い
く
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

す
。ま
た
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
対
し
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
地
域
の
本
格
復
興
・
会
員
事

業
所
の
事
業
継
続
に
向
け
全
力
で

支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
国
内

➋
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令
和
２
年
大
分
県
功
労
者
表
彰
に
お
い
て
、
大
分
県
商
工
会
関

係
者
よ
り
４
人
の
方
が
受
章
さ
れ
、
11
月
３
日
（
火
）
に
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
74
人
と
８
団
体
の
方
が
受
章
し
、
そ
の
う
ち
商
工
観

光
労
働
関
係
は
10
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
人
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、
商
工
業
の
振
興
へ
の
永
年
の
尽
力
が

認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
大
分
県
功
労
者
表
彰

　

衞
藤　

俊
文
（
元
荻
町
商
工
会　

会
長
）

　

甲
斐　

孝
義
（
元
宇
目
町
商
工
会　

副
会
長
）

　

髙
倉
セ
ツ
子
（
由
布
市
商
工
会
女
性
部　

部
長
）

　

多
田　
　

茂
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会　

会
長
）

髙倉セツ子
 （由布市商工会女性部　部長）

多田　　茂
（佐伯市あまべ商工会　会長）

甲斐　孝義
（元宇目町商工会　副会長）

衞藤　俊文
（元荻町商工会　会長）

令
和
２
年

　
大
分
県
功
労
者
表
彰

商
工
会
法
施
行

商
工
会
法
施
行
6060
周
年
大
分
県
記
念
大
会
開
催

周
年
大
分
県
記
念
大
会
開
催

　
大
分
県
商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部
　
片
桐
健
二
部

長
、
大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
　
市
原
豪
会
長

と
大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
　
後
藤
政
子
会
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
中
小
・
小
規
模
事
業
者

支
援
策
の
大
幅
な
拡
充
」「
小
規
模
事
業
者
を
伴
走

型
で
支
援
す
る
体
制
の
強
化
」「
災
害
か
ら
の
早
期

復
旧
・
復
興
支
援
の
拡
充
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援
の
強
化
」「
販
路
開
拓
支
援
の
拡
充
と
多
業
種

連
携
の
推
進
」「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
向

上
を
目
指
し
た
金
融
・
税
制
等
の
事
業
環
境
整
備
」

「
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯
一
の
経
済
団
体
と
し

て
の
商
工
会
の
組
織
力
強
化
」
以
上
６
項
目
を
高
ら

か
に
宣
言
し
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
中
小
企
業
庁 

事
業
環
境
部 

企
画

課
長
の
神
﨑
忠
彦
氏
に
、「
地
域
を
支
え
る
小
規
模

事
業
者
、
そ
し
て
、
大
分
県
を
支
え
る
商
工
会
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。神
﨑
氏
は
、

小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
大
分
県
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
視
点

を
、
商
工
会
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
事
例
等
を
交

え
な
が
ら
説
明
さ
れ
、
今
後
、
商
工
会
が
向
か
う
べ

き
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
法
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
12
月
７
日

に
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
に
お
い
て
、
行
政
及
び
関

係
団
体
か
ら
の
来
賓
並
び
に
県
下
17
商
工
会
の
役
職

員
約
４
０
０
人
の
出
席
の
も
と
、
記
念
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の

ご
来
賓
出
席
の
も
と
、
森
竹
会
長
は
、『
こ
れ
ま
で
、

地
域
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
関

係
各
方
面
の
格
別
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の
も
と
、
経

営
改
善
普
及
事
業
を
中
心
に
商
工
業
の
総
合
的
な
改

善
発
達
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
今
、
コ
ロ
ナ
渦
に
あ
り
、
か
つ
て
先
人
の
経
験

し
た
も
の
と
異
な
っ
た
厳
し
い
試
練
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
60
年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
、
こ
の
節
目
の
年
に
「
常
に
会

員
・
地
域
の
た
め
に
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。』
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
第
１
部
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

組
織
運
営
等
に
貢
献
さ
れ
た
商
工
会
、
会
員
、
役
員

等
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
の
ち
、
大
会
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大分県記念大会

森竹県連会長挨拶

経産大臣表彰を授与される
安部九重町商工会青年部長

片桐壮青年部長と市原県青連会長、
後藤県女連会長が大会決議宣言

講演する神﨑企画課長

商工連だより
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商
工
会
法
施
行

商
工
会
法
施
行
6060
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

商
工
会
全
国
大
会

商
工
会
全
国
大
会

　

12
月
３
日
、
県
内
の
商
工
会
長
は
、
大
分

県
議
会
自
民
党
会
派
の
商
工
労
働
対
策
調
査

会
（
会
長　

大
友
栄
二
氏
）
と
意
見
交
換
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善

普
及
事
業
、
及
び
地
域
振
興
事
業
の
取
組
み

事
例
等
を
通
じ
て
商
工
会
の
役
割
や
活
動
内

容
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
必
要

な
助
言
等
を
受
け
課
題
解
決
を
図
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
商
工
会
や
会
員
事
業
所
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
意

見
や
要
望
等
も
行
い
、
今
後
の
商
工
会
活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
発
表
で
は
、
豊
後
大
野
市
商
工
会
の
会
員
企
業
で
あ
る

株
式
会
社
ま
す
の
井　

代
表
取
締
役　

角
田
英
之
氏
に
よ
る
「
Ｅ
ス

ポ
ー
ツ
関
連
の
宿
泊
者
増
加
に
向
け
た
ホ
テ
ル
整
備
及
び
集
客
業
務
」

と
、
日
田
地
区
商
工
会
の
倉
橋
経
営
指
導
員
に
よ
る
「
伴
走
型
補
助
金

と
新
商
品
開
発
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
は
じ

め
に
商
工
連
か
ら
の
要
望
、
続
い
て
日
田
地

区
商
工
会
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
方
々
と
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
、
大
友
商
工
労
働
対
策
調
査
会
長
か
ら

は
、
要
望
項
目
に
対
す
る
具
体
の
回
答
が
示

さ
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
商
工
団
体

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

倉橋経営指導員

㈱ますの井　角田英之氏

展
を
目
指
す
う
え
で
担
う
べ
き
使
命
を
組
織
で

共
有
し
、
伴
走
型
の
支
援
で
新
た
な
未
来
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
は
、
地
域
の
要
と
し
て
力
強
く
存
在

感
を
発
揮
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
た
め
に
、
組
織
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
を

共
有
し
、
会
員
同
士
・
商
工
会
同
士
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
大
会
で
は
次
の
６
項
目
に

つ
い
て
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ
　
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の
中
小
・
小

規
模
事
業
者
支
援
策
の
大
幅
な
拡
充

Ⅱ
　
小
規
模
事
業
者
を
伴
走
型
で
支
援
す

る
体
制
の
強
化

Ⅲ
　
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
支
援

の
拡
充
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
の
強
化

Ⅳ
　
販
路
開
拓
支
援
の
拡
充
と
多
業
種
連

携
の
推
進

Ⅴ
　
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
向
上

を
目
指
し
た
金
融
・
税
制
等
の
事
業

環
境
整
備

Ⅵ
　
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯
一
の
経

済
団
体
と
し
て
の
商
工
会
の
組
織
力

強
化

　
11
月
18
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
、全
国
か
ら
商
工
会
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
　
商
工
会
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の
森
全
国
連
会

長
は
、「
商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
60
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
る
。
今
一

度
、
原
点
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未

曾
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
商
工
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
や
、
地
域
経
済
・
社
会
の
維
持
・
発第60回商工会全国大会

「
商
工
労
働
対
策
調
査
会
と
商
工
会
長
と
の

「
商
工
労
働
対
策
調
査
会
と
商
工
会
長
と
の

意
見
交
換
研
修
会
」
を
開
催

意
見
交
換
研
修
会
」
を
開
催

➍
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令
和
２
年
度
九
州
地
区

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
11
月
12
日
に
佐

賀
県
佐
賀
市
「
佐
嘉
神
社

記
念
館
」
で
開
催
さ
れ
、

大
分
県
か
ら
は
17
人
の
青

年
部
員
が
参
加
し
ま
し

た
。開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

参
加
者
数
を
制
限
し
、
会

場
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
う

え
間
隔
を
広
く
と
る
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
を
講
じ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
㈲
阿

蘇
は
な
び
し
代
表
取
締
役

で
、
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
第
20
代
会
長
を
務

め
た
宮
本
博
史
氏
が
、「
商

工
会
青
年
部
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
題
し
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
の
役
割
の

自
覚
、「
共
有
」「
共
感
」「
共

同
」 

を
重
視
し
た
行
動
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
後
は
九

青
連
顕
彰
授
与
式
が
行
わ

れ
、
大
分
県
か
ら
は
次
の

方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
九
青
連
顕
彰
受
賞
者
】

○
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ

く
り
部
門

　
国
東
市
商
工
会
青
年
部

　
今
冨
　
正
幸
さ
ん

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

部
門

　
豊
後
大
野
市
商
工
会
青

年
部　

江
藤
　
伸
吾
さ
ん

○
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り

部
門

　
玖
珠
町
商
工
会
青
年
部

○
感
謝
状
　

　
豊
後
大
野
市
商
工
会
青

年
部　

髙
柳
　
東
洋
さ
ん

　
10
月
20
日
、
県
内
か
ら
１
１
４
人
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、
令
和
３
年
度

に
開
催
す
る
全
国
大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
や
大
会
会
場
等
の
事

前
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
の
女
性
部
員
を
迎
え
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
担
当
す
る
女
性
部
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
お
も
て
な
し
で
、
参
加
者

か
ら
は
大
変
好
評

で
し
た
。
大
会
会

場
で
は
、
会
場
の

レ
イ
ア
ウ
ト
等
を

確
認
し
、
当
日
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
渦
で

も
、
女
性
部
は
一

致
団
結
し
、
大
会

の
成
功
に
向
け
準

備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
県
女
性
連
は
、
10
月
28
日
に
玖
珠
町
、
日

田
地
区
、
九
重
町
商
工
会
、
11
月
５
日
に
、

由
布
市
及
び
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
を
訪
問

し
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
係
る
支
援

金
の
贈
呈
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
全
女
性
連
等
か
ら
受
領
し
た
支
援
金
総
額

１
３
７
万
円
を
後
藤
会
長
か
ら
各
女
性
部
長

へ
贈
呈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
し
、
今

後
も
県
女
性
連
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
11
月
11
日
（
水
）
～
12
日

（
木
）
の
２
日
間
、マ
リ
ン
メ
ッ

セ
福
岡
で
「F

O
O

D
 S

T
Y

L
E

 

2
0
2
0
 in

 F
u
k
u
o
k
a

」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
公
募
で
集
ま
っ

た
県
内
の
20
社
が
、
大
分
県
内

の
魅
力
あ
る
自
慢
の
商
品
を
広

く
全
国
へ
広
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、「
オ
ー
ル
お
お
い
た

　
こ
だ
わ
り
の
逸
品
展
」
と
し

て
出
展
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、
２
日

間
合
計
で
約
１
５
，
０
０
０
名

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
商
談
会
に
向
け
た

研
修
を
受
講
し
、
商
品
開
発
や

商
談
会
出
展
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
習
得
し
た
上
で
商
談
会
に
臨

み
ま
し
た
。そ
の
成
果
も
あ
り
、

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
よ
う
で
し
た
。
参

加
者
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に

参
加
し
て
準
備
が
で
き
、
コ
ロ

ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
良
い
形

で
当
日
を
迎
え
ら
れ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

「
第
「
第
2222
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

inin
お
お
い
た
」
の

お
お
い
た
」
の
事
前
調
査
事
業

事
前
調
査
事
業

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
支
援
金
贈
呈
式

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
支
援
金
贈
呈
式

「FOOD STYLE 2020 in Fukuoka」出展！「FOOD STYLE 2020 in Fukuoka」出展！

表彰された江藤伸吾さん（右）

日田地区商工会女性部

おもてなし会場の様子

令
和
２
年
度
九
州
地
区

令
和
２
年
度
九
州
地
区

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

大会会場（B-CON PLAZA）視察の様子
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2020年２月～10月までの
任意の連続する３カ月間の

事業収入の対前年同期比減少率
50％以上減少

30％以上50％未満
全額

減免率

２分の１

中小企業・小規模事業者の税負担を軽減するため、事業者の保有する建物や設備の2021年度の固定資産税及び都市計
画税を、事業収入の減少幅に応じ、ゼロまたは１／２とします。

■新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における固定資産税等の軽減（令和3年度課税分）

＜対象となる者＞　中小事業者等
＜減 免 対 象＞　いずれも市町村税
　　　　　　　　・事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税
　　　　　　　　　　　　　　　　　（通常、取得額または評価額の1.4％）
　　　　　　　　・事業用家屋に対する都市計画税（通常、評価額の0.3％）
＜適 用 要 件＞　令和３年１月31日までに、認定経営革新等支援機関等の認定を受けて市に申告した者に適用します。
＜軽減措置の流れ＞　１．事業者は認定経営革新等支援機関等へ認定申請をする。
　　　　　　　　２．認定経営革新等支援機関等は、会計帳簿等で売上高減少要件を満たしているかを確認し認定する。
　　　　　　　　３．認定を受けた事業者は令和３年１月末日までに市町村へ申告する。
　　　　　　　　４．事業者からの申告を受け、市町村は令和３年度分の固定資産税等を軽減する。
＜問い合せ先＞　中小企業　固定資産税等の軽減相談窓口
　　　　　　　　電話：０５７０－０７７３２２　　受付時間：９：30～17：00（平日のみ）

新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少する中、事業継続や雇用維持、新しい生活様式への対応等に取り組
む県内事業者のみなさんへ、使途を限定しない応援金を給付します。

■大分県中小企業・小規模事業者応援金のお知らせ

＜対　象　者＞　（１）県内の法人または個人事業者のうち、下記いずれかの融資を受けた者
　　　　　　　　　【県制度資金：民間金融機関融資】
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス感染症緊急対策特別資金　　・がんばろう！おおいた資金繰り応援資金
　　　　　　　　　【日本政策金融公庫の新型コロナウイルス関連融資】
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス感染症特別貸付　　　　・生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付
　　　　　　　　　　・新型コロナウイルス対策マル経融資
　　　　　　　　　  （小規模事業者経営改善資金融資）　　・新型コロナウイルス対策衛経融資
　　　　　　　　（２）令和２年１月１日以降に県内で創業した者のうち、下記いずれかに該当する者
　　　　　　　　　　・小規模事業者持続化補助金（一般型・コロナ特別対応型）の採択通知を受けた者
　　　　　　　　　　・大分県災害時等中小企業者持続化支援事業費補助金の交付決定通知を受けた者
＜給　付　額＞　対象者の（１）に該当する者　　法人：50万円　個人事業者：25万円
　　　　　　　　対象者の（２）に該当する者　　25万円
　　　　　　　　※令和２年９月29日までに申請した事業者には、上記金額と同額となるよう追加給付を行います。
　　　　　　　　※追加給付を受けるには申請が必要となります。
＜申 込 期 間＞　令和２年６月10日（水）から令和３年２月15日（月）まで
　　　　　　　　※詳しくは http://www.pref.oita.jp/soshiki/14000/ouen.html をご確認ください。
＜問い合せ先＞　大分県中小企業・小規模事業者応援金相談窓口（コールセンター）
　　　　　　　　電話：０５０－６８６５－７０１６　　受付時間：９：00～18：00（土日祝除く）

お
お
い
た
消
防
団
応
援
の
店

0120-017-319
店頭窓口または
フリーダイヤル

（県制度資金のお知らせ）

（けんしん）

～大分県新型コロナウイルス感染症対応資金～

✔ ３年間無利子
✔ 無担保
✔ ５年間元本据置

※大分県内に本店がある金融機関のうち、3年間無利子となる「リアルタイム方式」を

採用している金融機関は大分県信用組合だけとなります。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、売上高が減少している
県内中小企業・小規模事業者様の資金繰りを応援します！

　消防団員の皆さんは、日頃の消火活動だけでなく、地震や風水害といった大規模災害発生時の救
助、警戒巡視、避難誘導、災害防御など様々な現場で活躍しています。令和２年７月豪雨の際にも県
内各地でご活躍いただきました。
　大分県では、それぞれ仕事を持ちながら、地域防災の要として一生懸命活動している消防団員を応
援し、地域防災力の充実強化を図るため、割引きサービス等で消防団員を優遇する「おおいた消防団
応援の店」の登録を進めています。
　現在は県内の470店舗に「おおいた消防団応援の店」の登録をしていただいています。

大切な人、大切なまちを守る、消防団を地域ぐるみで応援しましょう！
　以下のホームページから、「おおいた消防団応援の店」の登録方法について確認できますので、ぜ
ひ登録をお願いします。
　なお、登録していただきましたお店や事業所につきましては、以下のホームページにおいて、お店
等の概要やサービス内容等をご紹介させていただきます。

大分県庁ホームページ
【お問い合わせ先】大分県生活環境部防災局消防保安室消防班
　　　　　　　　　Tel:097-506-3158（直通）　　Fax:097-533-0930
　　　　　　　　　E-mail: a13560@pref.oita.lg.jp
　　　　　　　　　URL：https://www.pref.oita.jp/soshiki/13560/oitaouenn.html

お知らせ

➏



大分県火災共済協同組合
TEL　097-537-7122

医療総合補償共済

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済

 http://www.oita-cgc.or.jp/

何でもお気軽にご相談ください！！

中小企業を支援する「確かな公的保証人」 

資金調達な ど  

経 営 支 援  

創業・事業承継 
つながる心　広がる未来

これからも地域とともに

悩まず悩まず
どんとこい労働相談どんとこい労働相談

１　期　　　間
　　令和３年２月１日（月）～２月７日（日）
２　受 付 時 間
　　平　日 ９時～20時（来所の受付は19時まで）

土・日 ９時～17時（来所の受付は16時まで）
※土・日曜日の来所の場合の出入り口は
　県庁舎本館東側通用口

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】

３　相談の方法
　　（１） 電話相談 097-536-3650（相談専用ダイヤル）

　　 　　　　 097-506-5251・ 097-506-5241
（２） 来所相談 大分県労働委員会事務局 
　　　　　　　（大分県庁舎本館３階）

なお、この期間以外でも、平日（９時～17時）であれば、
随時労働相談を受け付けています。

大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、
労働条件などの労使間トラブルについて、電話、
来所での相談を無料でお受けします。秘密は厳
守されますのでお気軽にご相談ください。

平成30年度の税制改正での主な変更点は次のとおりです

令和２年分の
所得税確定申告から

①青色申告特別控除額が変わります。

　（現行　65万円　⇒　改正後　55万円）

②基礎控除額が変わります。

　（現行　38万円　⇒　改正後　48万円）

③「現行の65万円の青色申告特別控除」の適用条件に加えてe-Taxによる申告（電子申

告）又は電子帳簿保存を行うと、引き続き65万円の青色申告特別控除が受けられま

す。

※以上の改正は、令和２年分以後の所得税について適用されます。

個
人
の
方
の
所
得
税
に
つ
い
て

65万円65万円のの青色申告特別控除青色申告特別控除の
適用要件が変わります

65万円65万円のの青色申告特別控除青色申告特別控除の
適用要件が変わります

お知らせ
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クローズ
　　アップ 地域で頑張っている事業所を紹介

します
！

１
月
号
V
o
l.3
1
2

事 業 所 名：株式会社村ネットワーク
代 表 者 名：小原　秀樹
所　在　地：〒879-6441 大分県豊後大野市大野町田中43-12
電　　　話：0974-24-5556
Ｆ　Ａ　Ｘ：0974-24-5556
Ｈ 　 　 Ｐ：http://muranetwork.com/

大
分
県
産
野
菜
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
～
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
挑
戦
～

令
和
三
年
一
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲■■■

○
企
業
概
要
に
つ
い
て

　
弊
社
は
野
菜
を
つ
く
る
人
・
野
菜
を
調
理
す
る
人
・
野
菜
を
食
べ
る
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
、
野
菜
を
必
要
と
す
る
全
て
の
お
客
様
の
『
も
っ
と
野
菜
を
』
に
応

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17
年
に
設
立
し
た
。
豊
後
大
野
市
に
あ
る
自
社
工
場
で
は
、
大

分
県
産
を
中
心
に
様
々
な
種
類
の
野
菜
・
フ
ル
ー
ツ
・
穀
物
を
用
途
に
応
じ
た
加
工
方
法
で

製
造
し
て
い
る
。
カ
ッ
ト
・
ペ
ー
ス
ト
・
乾
燥
・
α
化
の
加
工
技
術
を
有
し
、
多
品
種
、
小

ロ
ッ
ト
か
ら
の
製
造
を
得
意
と
し
て
い
る
。
主
な
取
引
先
は
学
校
給
食
・
病
院
・
介
護
施
設

や
街
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
。

　
ま
た
、
受
託
加
工
に
も
対
応
し
て
お
り
県
内
外
の
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
を
頂

い
て
い
る
。
３
年
前
に
商
品
化
し
た
小
売
商
品
「V

E
G

E
M

A
R

I

」
の
販
路
開
拓
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
10
月
よ
り
海
外
販
売
を
開
始
し
た
。

○
課
題
に
つ
い
て

　
野
菜
果
物
の
カ
ッ
ト
・
ペ
ー
ス
ト
・
乾
燥
等
の
加
工
技
術
を
持
っ
て
い
た
が
、
主
な
取
引

は
学
校
給
食
へ
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
提
供
で
あ
っ
た
。
安
定
し
た
売
上
を
確
保
で
き
て
は
い
た

が
、
生
野
菜
は
賞
味
期
限
も
短
く
、
重
量
も
あ
る
た
め
輸
送
コ
ス
ト
も
か
か
る
こ
と
か
ら
販

路
が
限
ら
れ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
乾
燥
、
粉
末
の
技
術
を
活
か
す
こ
と
で
賞
味
期
限
を
伸
ば
し
、
水
分
を
飛
ば
す

こ
と
で
軽
量
化
し
販
路
拡
大
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
模
索
を
始
め
た
。
ま
た
、
今
ま
で
は

業
務
用
が
主
で
あ
っ
た
が
、
小
売
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組
み
始
め
、
加
工
技
術
を
提
供
す

る
受
託
加
工
へ
の
販
路
開
拓
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

○
商
工
会
の
支
援
内
容
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
よ
り
、商
工
会
の
支
援
の
も
と
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」「
経
営
革
新
計
画
」「
展

示
会
出
展
支
援
」
を
活
用
し
、
小
売
商
品
開
発
と
受
託
加
工
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
商
工
会
の
伴
走
支
援
に
よ
り
、弊
社
の
小
売
商
品
で
あ
る
野
菜
パ
ウ
ダ
ー
「V

E
G

E
M

A
R

I

」

を
商
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
展
示
会
出
展
支
援
で
は
事
前
研
修
か
ら
商
談
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
伴
走
支
援
し
て
頂
け
た
こ
と
で
、
小
売
商
品
だ
け
で
な
く
受
託
加
工
（
大
手

菓
子
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
）
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
経
営
革
新
計
画
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
見
直
し
、「
離
乳
食
」
と
し
て
の
展

開
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
事
業
に
よ
り
離
乳
食
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
販
売
什
器
を
作
成

で
き
、
新
た
な
販
路
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
今
後
の
展
開
（
目
標
）
に
つ
い
て

　
１
つ
目
に
Ｂ
to
Ｃ
戦
略
と
し
て
、
弊
社
の
野
菜
パ
ウ
ダ
ー
「V

E
G

E
M

A
R

I

」
ブ
ラ
ン
ド

の
さ
ら
な
る
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。
特
に
国
内
の
離
乳
食
チ
ャ
ネ
ル
と
海
外
展
開
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
２
つ
目
に
Ｂ
to
Ｂ
戦
略
と
し
て
、
弊
社
の
１
次
加
工
の
技
術
力
を
活
か
し
て
、
多
く
の
方

の
商
品
化
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
受
託
加
工
で
培
っ
て
き
た
技
術
力
を
活

か
し
な
が
ら
、
様
々
な
野
菜
や
果
物
の
１
次
加
工
を
通
し
て
「
食
品
加
工
県
お
お
い
た
」
の

実
現
を
目
指
す
と
い
う
壮
大
な
夢
を
実
現
し
た
い
。

　
　
　

「VEGEMARI」を開発した
應
おう

和
わ

春
はる

香
か

常務取締役


